
▲賀茂保育所の園児たちに大人気の「サンタ列車」（北条鉄道）

今月の主な内容
●市職員の給与等の公開…5 ●I Love my town 鴨谷町…8 ●タウントピックス…9 ●タウンインフォメーション…12
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市
議
会
定
例
会
開
催

条
例
の
制
定
な
ど
二
十
四
議
案
を
審
議
中

第174
回

提案説明をする藤岡市長

第
百
七
十
四
回
加
西
市
議
会
定

例
会
が
、
今
月
１
日
（火）
か
ら
18
日

（金）
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
、
人
事
案
件
２
件
、
条
例
関

係
６
件
、
事
件
決
議
６
件
、
予
算

関
係
10
件
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
事
案
件
　
2
件

◯
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

◯
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

条
例
関
係
　
6
件

◯
加
西
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◯
加
西
市
公
園
墓
地
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
◯
加
西
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署

の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

事
件
決
議
　
6
件

◯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
整
備

事
業
・
畑
芝
自
治
区
処
理
施
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
予
算
関
係
　
10
件

◯
平
成
10
年
度
加
西
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い

て
◯
平
成
10
年
度
加
西
市
有
線
放
送

電
話
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

◯
平
成
10
年
度
加
西
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て

◯
平
成
10
年
度
加
西
市
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

主
な
議
案

11
月
29
日
（日）
、
健
康
福
祉
会
館

で
「
第
５
回
外
国
人
に
よ
る
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
、

７
カ
国
13
名
の
外
国
人
の
方
々
が
、

日
本
に
来
て
か
ら
の
生
活
を
振
り
返

り
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
加
え
な
が

ら
熱
弁
を
振
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
関
西
学
院
大

学
の
留
学
生
、
石
立
善
さ
ん
（
中
国
）

は
、「
姨
捨
山
を
昔
話
に
」
と
題
し
、

日
本
の
老
人
ホ
ー
ム
で
の
経
験
か
ら
、

日
本
の
高
齢
化
社
会
へ
の
疑
問
を
投

げ
か
け
、
多
世
代
同
居
の
す
す
め
を

述
べ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
５
名
が
出
場
し
、
北

条
中
英
語
指
導
助
手
の
イ
ー
チ
ン・リ

ン
さ
ん
（
米
国
）
は
日
本
の
混
浴
の

温
泉
に
戸
惑
っ
た
体
験
を
、
謝
敏
さ

ん
（
中
国
・
殿
原
町
）
は
「
湯
」
と
い

う
字
が
中
国
で
は
ス
ー
プ
な
の
で
、
間

違
っ
て
銭
湯
に
食
事
を
し
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
、
多
く
の

聴
衆
の
み
な
さ
ん
も
笑
っ
た
り
感
心

し
た
り
の
連
続
で
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

石
立
善
さ
ん
（
中
国
）

優
秀
賞

片
成
男
さ
ん
（
中
国
）

努
力
賞

金
福
順
さ
ん
（
韓
国
）

敢
闘
賞

ア
ジ
ズ
ル・バ
リ
さ
ん

（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）自らのいじめの体験を語られた

エンリケさん（ボリビア・北条町）

年
末
年
始
の
「
ご
み
」
と
「
し

尿
」
収
集
は
、
12
月
29
日
（火）
か
ら

１
月
３
日
（日）
ま
で
行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
１
月
４
日
（月）
の
ご
み
収
集
は

「
燃
や
す
ご
み
」
の
み
の
収
集
で
す
。

◯
ご
み
の
持
ち
込
み

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、

「
燃
や
す
ご
み
」、「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」、「
埋
立
ご
み
」、「
粗
大
ご
み
」

に
分
別
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
い

月　日

種　類
４
日
�

３
日
�

２
日
�

１
月
１
日
�

31
日
�

30
日
�

29
日
�

28
日
�

12
月
27
日
�

収集カレンダー
による計画収集

ご み 収 集 × 可 ×××××× 可
× 可 ×××××× 可
× 可 可 可 ×××× 可
× 可 可 可 ×××× 可
× 可 可 可 ×××× 可
× 可 可 可 ×××× 可

し 尿 収 集

燃やすごみ

燃やせないごみ

粗 大 ご み

埋 立 ご み

持　込　分

時
期
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

年
末
の
受
け
付
け
は
下
の
表
の
と

お
り
で
す
が
、
12
月
の
平
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
半
ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

◆
ご
み
の
持
ち
込
み
は
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
（
電
話
46
│
０
６
０

２
）、
し
尿
収
集
に
つ
い
て
は
、
衛

生
セ
ン
タ
ー（
電
話
46
│
０
３
３
４
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
に
向
け
て
お
早
め
に

ご
み
の
持
ち
込
み
と
し
尿
収
集

年末年始のごみ・し尿収集計画　（×は休み）

※平成10年度から無料ごみ処理券と粗品の交換を廃止しております。

外外外外
国国国国
人人人人
にににに
よよよよ
るるるる

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
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特殊勤務手当
(９年度)

職員全体に占
める手当支給
職員の割合

支給対象職員
１人当り平均
支給年額

手当の種類
(手当数)

代表的な手当の名称

支給額の多い
手 当

多くの職員に
支給されてい
る手当

45.9 ％ 87,584 円 24 清掃作業手当

夜間勤務手当

消 防 手 当

技 術 手 当

清掃作業手当

夜間勤務手当

消 防 手 当

技 術 手 当
時間外勤務手当

年度 支給総額 職員１人当り
支給年額 � 人件費の状況 (普通会計決算)

区分 住民基本
台帳人口 歳出額� 実質収支 人件費� 人件費率

(Ｂ／Ａ)
８年度の
人件費率

９ 196,517 千円 503 千円
８ 202,675 千円 532 千円

９年度
人

52,080
千円

21,450,929
千円

23,428
千円

4,430,119
％

20.7
％

18.4※ 調整手当・特殊勤務手当・時間外勤務手当は普通会計による｡

※ 人件費には特別職､ 市議なども含みます｡
区 分 内 容 (平成10年４月１日現在) 国の制度

との異同
国の制度と異なる
内 容 � 職員給与費の状況 (普通会計予算)

扶養手当

配偶者 16,000円､ 無配偶者 １人目 11,000円
扶養親族の内２人まで各 5,500円
その他扶養親族各 2,000円
満16歳の年度初めから満22歳の年度末ま
での子１人につき 4,000 円を加算

同
区分 職員数� 給 与 費 １人当り

の給与額
(Ｂ／Ａ)給 料 職員手当 期末勤勉手当 計 �

10年度
人

485
千円

1,973,901
千円

458,802
千円

989,511
千円

3,422,214
千円

7,056

※ 職員手当には退職手当を含みません｡ 給与費は当初予算に計上されたもので､
普通会計とは､ 一般会計に有線放送特別会計などの一部の会計を加えたもので､
水道・病院などの企業会計は除いています｡ 管理職手当の率を３％減｡

住居手当

月額家賃 23,000円以下 (家賃－12,000円)
〃 23,000円以上

(11,000＋
(家賃－23,000)

２
) で 27,000円を

限度
自宅居住者 3,000円 (新築５年間は1,500円加算)

同

異

自宅居住者 1,000円
(新築５年間は

1,500円加算)
� 職員の平均給料､ 平均給与及び平均年齢の状況 (平成10年４月１日現在)

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料
月額 (円)

平均給与
月額 (円)

平均年齢
(歳)

平均給料
月額 (円)

平均給与
月額 (円)

平均年齢
(歳)

通勤手当

交通機関等の利用者 45,000円まで全額

45,000円以上 (45,000＋
(運賃－45,000)

２
)

で 50,000円を限度
自動車等の利用者 ２㎞未満 2,300円
２～６㎞未満 5,500円 ６～10㎞未満 6,700円
15～20㎞未満 9,300円 20～25㎞未満 11,500円
25㎞～40㎞未満 ５㎞毎に2,400円を加えた額
40㎞以上 21,100円

異

自動車等の利用者
５㎞未満 2,000円
５～10㎞未満 4,100円
10～15㎞未満 6,500円
15～40㎞未満 ５㎞毎に
2,400円を加えた額
40㎞以上 20,900円

加 西 市 351,797 448,061 41.11 312,341 371,344 43.6
国 315,850 39.3 283,812 47.8

※ 一般行政職とは､ 税務職､ 消防職､ 企業職､ 教育職､ 医療職及び技能労務職
以外のものです｡� 職員の初任給の状況 (平成10年４月１日現在)

区 分
加 西 市 国

初 任 給 採用２年後 初 任 給 採用２年後� 特別職の報酬等の状況 (平成10年４月１日現在)

一般行政職
大学卒 173,000 円 187,000 円 173,000 円 187,000 円区 分 給 料 月 額 等
高校卒 145,300 円 156,400 円 140,700 円 150,500 円

給 料 市 長 910,000 円 助 役 728,000 円 収入役 653,000 円 � 職員の経験年数別､ 学歴別平均給料月額の状況 (平成10年４月１日現在)
報 酬 議 長 450,000 円 副議長 380,000 円 議 員 350,000 円

区 分 経験
年数 平均給料 経験

年数 平均給料 経験
年数 平均給料

期末手当
支給割合

市 長・助 役・収入役 議 長・副議長・議員
６月期 2.2 月分 ３月期 0.55 月分
12月期 2.5 月分 計 5.25 月分

６月期 2.2 月分 ３月期 0.55 月分
12月期 2.5 月分 計 5.25 月分 一般行政職

大学卒 10 274,300 15 318,200 20
高校卒 10 15 20

※ 上記の給料及び報酬から､ 市長10％､ 助役・収入役７％､ 議員５％の減額｡ 技能労務職 高校卒 10 225,900 15 264,900 20 312,800
※ 経験年数とは､ 採用後の勤務年数に前歴を換算し加算したものです｡� 部門別職員数の状況と主な増減理由 (各年４月１日現在)

区 分 職 員 数 (人) 対前年
増減数 主 な 増 減 理 由

� 一般行政職の級別職員数の状況 (平成10年４月１日現在)
部 門 平成９年 平成10年 区 分 ８級 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

６
７０
２１
８４
８２
３９
４
３２

６
６６
２１
９０
７６
３４
４
３４

△４

６
△６
△５

２

行革担当の増､ 退職不補充､ 都市施設公
社派遣の減､ 継続事業終了による減
介護保険設置等高齢福祉業務の増､ 退職
不補充､ 老人福祉センター廃止による減
機構改革による減､ 退職不補充､ 専任次
長配置による増
継続事業終了による減､ 農政事務の増
用地取得・都市計画事務の増､ 住宅建設
事務の減

標準的な
職務内容

部長
室長
参事

局長
次長
参事
課長
主幹

課長
補佐
室長
補佐

係長

主査
主任

事務
吏員
技術
吏員

事務
吏員
技術
吏員

事務員

技術員

職 員 数 10人 42人 41人 60人 86人 42人 27人 6人 314人
構 成 比 3.2％ 13.4％ 13.0％ 19.1％ 27.4％ 13.4％ 8.6％ 1.9％ 100％
※ 市の条例に基づく級区分による職員数で､ 標準的な職務内容とはそれぞれの
級に該当する代表的な職名です｡小 計 ３３８ ３３１ △７

政
部
門

特
別
行

教 育
消 防

８０
６８

８０
６７ △１ 退職不補充 � 昇給期間短縮の状況

区 分
９ 年 度 ８ 年 度小 計 １４８ １４７ △１

職員数� 昇給期間を短縮
した職員数 � �比率－� 職員数� 昇給期間を短縮

した職員数 � �比率－�会
計
部
門

公
営
企
業
等

病 院
水 道
下 水 道
そ の 他

３０８
２２
１６
１１

３０８
２１
１９
１１

△１
３

退職不補充
下水道整備業の増 一般行政職 317 人 28 人 8.8 ％ 312 人 37 人 11.9 ％

技能労務職 113 人 15 人 13.3 ％ 117 人 12 人 10.3 ％
小 計 ３５７ ３５９ ２ � 職員手当の状況合 計 ８４３ ８３７ △６

区 分 加 西 市 国(注) 職員数は一般職に属する職員数であり､ 地方公務員の身分を保有する休職者､ 派
遣職員などを含み､ 臨時又は非常勤職員を除いています｡

期末手当
勤勉手当

(10年度支給割合)
期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.6 月分 0.6 月分
12 月 期 1.9 月分 0.6 月分
３ 月 期 0.55月分
計 4.05月分 1.2 月分

職制上の段階､ 職務の 有級等による加算措置

(10年度支給割合)
期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.6 月分 0.6 月分
12 月 期 1.9 月分 0.6 月分
３ 月 期 0.55月分
計 4.05月分 1.2 月分

職制上の段階､ 職務の 有級等による加算措置

� 定員適正化計画の年次進捗状況 (実績) の内訳 (一般行政部門) (各年４月１日現在)

区 分 ６ 年
計画前年 ７年 ８年 ９年 10年 ７年～

10年計
手 法 (事由)
概 要

議会 増減数
職員数

－
6 6 6 6 6 －

総務 増減数
職員数

－
69

△ 1
68 68

2
70

△ 4
66

△ 3
－
業務の委託による減
欠員不補充による減

退職手当

(支給率) 自己都合 勧奨定年
勤続20年 21.0 月分 28.875 月分
勤続25年 33.75 月分 44.55 月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分
その他の加算措置 定年前早期退職
退職時特別昇給 勧奨退職者１号

(支給率) 自己都合 勧奨定年
勤続20年 21.0 月分 28.875 月分
勤続25年 33.75 月分 44.55 月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分
その他の加算 定年前早期退職
特別措置 (２％～20％加算)
退職時特別昇給 １号俸

税務 増減数
職員数

－
23

△ 1
22

△ 1
21 21 21

△ 2
－
収納部門の移管によ
る減

農林
水産

増減数
職員数

－
42

△ 4
38

1
39 39

△ 5
34

△ 8
－
ほ場整備事業の減
機構改革による減

商工 増減数
職員数

－
4 4 4 4 4 －

※ ９年度に退職した全職種に係る職員１人当りの平均支給額は､ 自己都合の場
合 2,933 千円､ 定年・勧奨の場合 30,196 千円です｡
※ 本市は兵庫県市町村職員退職手当組合に加入していますので､ 支給率は本組
合支給率です｡

土木 増減数
職員数

－
35

△ 3
32 32 32

2
34

△ １
－ 事業完了による減

民生 増減数
職員数

－
83

△ 1
82 82

2
84

6
90

7
－
福祉会館設立､
介護保険事業対応等

衛生 増減数
職員数

－
85

△ 4
81

1
82 82

△ 6
76

△ 9
－ 機構改革による減 調整手当

(平成10年
４月１日現在)

支給対象
地 域

支給率
支給対象
職 員 数

国の制度
支給対象職員１人
当り平均支給年額
(９年度決算)

合計 増減計
職員計

－
347

△14
333

1
334

4
338

△ 7
331

△16
－ 市内全域 ６ ％ 479 人 無支給 251,301 円

市職員の給与・定員管理
について公表します。
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熱心に実技指導を受けられる講習者

で
き
ま
す
か
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？
応
急
手
当
を
!

││
助
か
る
は
ず
の
命
を
救
う
た
め
に
││

わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ
で

突
然
の
ケ
ガ
や
病
気
に
お
そ
わ

れ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
家
族
が
、
友
人
が
、
近
く

の
人
が
、
突
然
、
目
の
前
で
倒

れ
た
と
き
、
いっ
た
い
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

呼
吸

停
止
後
の
蘇
生
の
割
合
は
、
１

分
後
で
は
97
％
、
４
分
後
で
は

50
％
、
５
分
後
で
は
25
％
と
な

り
、
時
間
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど

生
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

で
は
、
救
急
車
は
何
分
で
来

て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
救
急

車
が
１
１
９
番
通
報
を
受
け
て

か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

加
西
市
の
平
均
時
間
は
5
分
で
す
。

「
助
か
る
は
ず
の
命
を
救
う
た
め

に
」
あ
な
た
も
、
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講

習
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

加
西
市
消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第

４
日
曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
心
肺
蘇

生
法
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
社
や
町
内
会
等
各
種
団
体
に
つ
い

て
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
時

間
・
場
所
等
は
消
防
本
部
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
修
了
者
に
は
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講

習
会
を
受
講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過

さ
れ
た
方
は
、
救
命
技
能
を
維
持
向

上
す
る
た
め
に
再
講
習
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。
普
及
員
講
習
会
は
、
年

１
回
の
開
催
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
加
西
市
消
防

本
部
（
電
話
42
│
0
1
1
9
）
警

防
課
　
救
急
係
ま
で

★★★★
普
及
員
講
習

６
名

▽
山
田
ゆ
か
り
（
県
営
北
条
団
地
）

▽
山
下
和
久
（
古
坂
）
▽
藤
原

俊
明
（
鶉
野
）
▽
浅
野
和
良
（
古

坂
）
▽
藤
田
満
恵
（
西
南
）
▽
福

田
達
雄
（
高
砂
市
）

★★★★
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習２

７
７
名

★
消
防
団
（
１
６
８
名
）

★
市
内
教
諭
（
２
０
名
）

★
市
職
員
（
１
６
名
）

★
一
般
受
講
者
（
７
３
名
）

▽
大
野
淳
子
（
本
町
）
▽
有
田
佐

知
子
（
栄
町
）
▽
渡
辺
勝
（
横
尾
）

▽
山
下
民
枝
（
古
坂
）
▽
山
本
昌

美
（
東
高
室
）
▽
横
田
芳
文
（
東

高
室
）
▽
堀
井
弘
子
（
東
南
）
▽

藤
岡
由
美
子
（
東
南
）
▽
藤
田
満

恵
（
西
南
）
▽
森
大
輔
（
西
南
）

▽
牛
尾
寛
（
曽
根
自
治
区
）
▽
横

田
章
吾
（
北
条
団
地
自
治
区
）
▽

高
橋
三
恵
（
畑
）
▽
浜
田
真
一

（
畑
）
▽
古
下
て
る
美
（
吸
谷
）
▽

中
右
厚
子
（
市
村
）
▽
西
村
美
佐

枝
（
市
村
）
▽
中
藤
麗
子
（
坂
元
）

▽
長
野
佳
代
（
福
住
西
）
▽
高
倉

み
は
る
（
山
下
中
）
▽
横
田
敏
嗣

（
西
横
田
）
▽
後
藤
亮
（
東
横
田
）

▽
中
川
俊
之
（
上
野
田
）
▽
織
田

や
え
み
（
田
原
）
▽
堀
井
純
子

（
網
引
）
▽
小
林
恵
美
子
（
朝
妻
）

▽
福
田
和
秀
（
油
谷
）
▽
吉
田
浩

幸
（
油
谷
）
▽
内
橋
純
子
（
田
谷
）

▽
民
輪
勝
美
（
田
谷
）
▽
常
峰
由

美
（
田
谷
）
▽
岡
本
茂
樹
（
田
谷
）

▽
常
峰
弘
武
（
田
谷
）
▽
志
方
敏

泰
（
国
正
）
▽
塚
本
竹
士
（
国
正
）

▽
志
方
洋
美
（
国
正
）
▽
常
峰

初
美
（
小
印
南
）
▽
常
峰
一
郎

（
小
印
南
）
▽
片
岡
美
晴
（
小
印
南
）

▽
植
村
米
岐
（
小
印
南
）
▽
常
峰

幸
夫
（
小
印
南
）
▽
常
峰
澄
栄

（
小
印
南
）
▽
原
田
正
幸
（
小
印
南
）

▽
丸
岡
剛
（
青
野
）
▽
小
西
な
る

み
（
青
野
）
▽
岡
田
ま
ゆ
み
（
青

野
）
▽
池
田
安
男
（
上
万
願
寺
）

▽
小
池
二
郎
（
殿
原
）
▽
西
村
昭

栄
（
殿
原
）
▽
岩
国
恵
子
（
中
富
）

▽
高
見
正
明
（
広
原
）
▽
岩
国
信

子
（
下
芥
田
）
▽
黒
田
智
子
（
下

芥
田
）
▽
角
倉
真
弓
（
姫
路
市
）

▽
田
村
奈
穂
（
姫
路
市
）
▽
高
橋

毅
（
姫
路
市
）
▽
水
之
浦
雅
明

（
姫
路
市
）
▽
阿
賀
和
利
（
姫
路
市
）

▽
福
元
仁
志
（
姫
路
市
）
▽
高
見

弥
生
（
加
古
川
市
）
▽
宇
崎
公
子

（
加
古
川
市
）
▽
坂
田
倫
子
（
加
古

川
市
）
▽
岸
本
房
子
（
加
古
川
市
）

▽
福
田
達
雄
（
高
砂
市
）
▽
加
納

忠
明
（
高
砂
市
）
▽
田
辺
竜
一

（
明
石
市
）
▽
小
林
明
一
（
加
古
郡
）

▽
富
島
寿
（
小
野
市
）
▽
下
山
千

秋
（
西
脇
市
）
▽
徳
岡
信
雄
（
西

脇
市
）
▽
福
井
妙
子
（
加
東
郡
）

▽
吉
織
順
平
（
神
崎
郡
）
▽
中
塚

康
浩
（
神
崎
郡
）

こ
れ
ま
で
に
普
及
員
講
習
6
名
、
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
1
8
9
8

名
の
方
々
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
10
年
1
月
1
日
〜
10
月

31
日
は
、
こ
れ
だ
け
の
方
々
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

応応応応急急急急手手手手当当当当をををを覚覚覚覚ええええままままししししょょょょうううう100�
（％）�
�

50

0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

（分）�

蘇
生
の
チ
ャ
ン
ス�

呼吸停止からの時間�

90％�

75％�

50�
％�

25�
％�

ド
リ
ン
カ
ー
の
救
命
曲
線

講　習　名 講　習　概　要 講　習　内　容 講習時間

3時間

24時間
（3日間）

呼吸や心臓が止まったとき
に必要な応急手当が習得で
きます。

●心肺蘇生法1人法
●気道確保の方法
●人工呼吸法
●心臓マッサージの方法
●大出血時の止血法

ハートtoハート
講習会

（普通救命講習会）

地域や事業所等において応
急手当を普及していただく
ための、高度な応急手当や
指導技法が習得できます。

●基礎医学
●心肺蘇生法1人法・2人法
●大出血時の止血法
●骨折、外傷の手当
●傷病者管理法、搬送法
●指導技法

普及員講習会

応急手当講習会のご案内

（
加
西
市
在
住
ま
た
は
、
就
労
さ
れ
て
い
る
方
・
敬
称
略
）
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加
西
市
史
の
発
刊
に
向
け
精
力
的
に
資
料
集
め

調
査
も
順
調
に
進
む

加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
は
神
戸

大
学
、姫
路
獨
協
大
学
な
ど
の
教
授
、

大
学
院
生
ら
約
五
十
人
で
考
古
、
古

代
、
中
世
、
近
世
、
近
現
代
、
文
化

財
、
自
然
の
七
部
会
を
編
成
し
て
い

ま
す
が
、
二
年
目
を
迎
え
た
今
年
度

は
各
部
会
が
一
斉
に
活
発
な
調
査
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
市

史
編
集
室
で
は
、
職
員
を
増
や
し
て

そ
れ
ぞ
れ
部
会
担
当
を
決
め
調
査
活

動
の
段
取
り
や
案
内
、
資
料
集
め
に

て
ん
て
こ
舞
い
。
と
く
に
大
学
の
先
生

方
は
土
・
日
曜
、
祝
日
な
ど
休
日
を

利
用
し
て
加
西
市
へ
来
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
職
員
も
休
日
返
上
で
仕
事
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

市
史
編
集
室
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
、

藤
原
慈
徳
室
長
を
含
め
て
十
人
。
全

員
が
加
西
の
歴
史
に
つ
い
て
初
め
て
勉

強
す
る
素
人
集
団
で
す
が
、
加
西
市

を
十
分
に
知
ら
な
い
大
学
の
先
生
や

大
学
院
生
に
加
西
の
こ
と
を
少
し
で

も
早
く
、
正
確
に
把
握
し
て
も
ら
お

う
と
歴
史
の
勉
強
に
必
死
。
難
し
い

古
文
書
の
解
読
や
寺
院
、
石
仏
の
現

地
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
史
編
集
室
は
こ
れ
ま
で
に
、
市

内
の
旧
家
や
各
町
役
員
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
江
戸
時
代
の
文
書
や
絵
図

な
ど
膨
大
な
資
料
を
収
集
し
て
い
ま

す
が
、
調
査
の
本
格
化
に
伴
な
い
、

さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
中
世
の

文
書
や
明
治
維
新
以
後
の
よ
う
す
を

知
る
資
料
の
調
査
、
発
掘
が
必
要
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
全

域
で
現
在
の
自
然
環
境
調
査
や
地
質

調
査
、
寺
社
や
仏
像
な
ど
の
文
化
財

調
査
も
精
力
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
方
に
は
改
め
て

歴
史
資
料
や
情
報
提
供
の
ほ
か
、
調

査
活
動
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
市
史
編
集
室
）市史編さん委部会長会議

担
当
地
区
　
委
員
名
（
敬
称
略
）

▽
福
吉
・
本
町

片
岡
明
子
▽
南

町
・
田
町

岡
臣
子
▽
駅
前
町

井
上
美
佐
代
▽
御
旅
町
・
御
幸
町

井
上
美
代
子
▽
笠
屋
・
第
三
住
宅

自
治
区

三
木
平
和
▽
宮
前
町

垣
内
守
男
▽
北
条
団
地
自
治
区
・

曽
根
自
治
区

岡
タ
ケ
ノ
▽
江
ノ

木
・
住
屋
町
・
栄
町

福
永
久
美

子
▽
小
谷

長
尾
富
美
代
▽
栗
田

岸
本
正
三
▽
横
尾

藤
原
武
志
▽

横
尾

高
井
典
子
▽
古
坂

三
枝

實
▽
古
坂

高
井
美
智
子
▽
古
坂

１
丁
目
自
治
区

細
尾
鈴
子
▽
古

坂
２
丁
目
自
治
区
　
永
吉
陵
子
▽

古
坂
３
丁
目
自
治
区
　
三
船
和
子

▽
東
高
室

中
野
美
一
▽
西
高
室

高
橋
通
▽
東
南
・
東
南
雇
用

西

岡
弘
之
▽
西
南
・
西
南
雇
用

小

林
亘
▽
黒
駒
・
女
鹿
山
自
治
区

柳
正
巳

▽
谷
町
・
西
上
野
町

宮
長
義
之

▽
西
谷
東
町
・
西
谷
西
町

石
野

周
作
▽
畑
町

藤
田
博
▽
芝
自
治

区

濱
田
清
▽
窪
田
町
・
吸
谷
町

柏
原
敏
子
▽
市
村
町
・
坂
元
町

川
嶋
克
己
▽
福
居
町

黒
田
千
恵

子
▽
谷
口
町
・
吉
野
町
・
吉
野
自

治
区

荒
木
一
己

▽
福
住
東
町
・
福
住
西
町

本
多

加
代
子
▽
山
下
西
町
・
山
下
中
町

高
倉
美
秀
▽
山
下
東
町

奥
隅
順

光
▽
西
横
田
町
・
東
横
田
町

岩

本
珪
子
▽
鎮
岩
町
・
岸
呂
町

若

宮
勝
▽
西
長
町
・
東
長
町

玉
置

裕
▽
東
剣
坂
町

北
本
紀
代
美
▽

西
剣
坂
町

安
積
輝
夫
▽
中
山

町
・
大
柳
町

渡
辺
襄

▽
王
子
町
・
戸
田
井
町
・
両
月
町

高
見
昌
代
▽
大
村
町
・
尾
崎
町
・

尾
崎
団
地

難
波
利
昭
▽
段
下

町
・
加
西
の
里

安
田
徹
▽
中
西

南
町
・
中
西
北
町

石
野
泰
三
▽

琵
琶
甲
町
・
牛
居
町

内
田
徹
▽

野
条
町
・
新
生
町

蓬
莱
美
壽
▽

上
野
田
町

中
川
曉
▽
東
野
田
町

小
泉
由
己
▽
東
笠
原
町

常
峰
修

▽
西
笠
原
町

佐
伯
和
賀
子
▽
三

口
町

丸
岡
孝
▽
坂
本
町

森
本

良
一
▽
倉
谷
町
・
千
ノ
沢
町

山

本
智
子

▽
中
野
町

三
宅
通
義
▽
田
原
町

（
北
）大
橋
博
▽
田
原
町
（
南
・
西
）

橋
爪
寿
美
子
▽
網
引
町
・
南
網
引

町

堀
井
純
子
▽
桑
原
田
町
・
栄

町

小
丸
幸
子
▽
繁
陽
町
・
繁
昌

町
の
一
部

山
端
繁
雄
▽
繁
昌
町

浅
田
洋
子
▽
繁
昌
自
治
区
・
下
宮

木
村
町

深
田
芳
子
▽
上
宮
木

町
・
工
業
団
地
社
宅

長
谷
川
泰

通
▽
下
宮
木
町

澤
中
治
▽
鶉
野

上
町

川
島
敏
▽
鶉
野
南
町

高

原
悦
治
▽
鶉
野
中
町

森
川
宏

▽
都
染
町

多
田
み
ゑ
子
▽
別
府

西
町

西
面
俊
一
▽
別
府
中
町

高
田
愛
子
▽
別
府
東
町
・
青
野
原

町

谷
清
治
▽
常
吉
町

下
山
礼

子
▽
朝
妻
町

初
田
源
三
▽
豊
倉

町

岩
本
治
▽
玉
野
町

森
田
捷

子
▽
山
枝
町

上
西
國
雄
▽
玉
丘

町

井
上
明
弘

▽
甲
和
泉
町
・
山
田
町

神
田
保

▽
乙
和
泉
町

竹
内
齊
克
▽
河
内

町

高
見
山
治
▽
野
上
町

高
見

清
▽
池
上
町
・
西
野
々
町

林

直
▽
島
町
・
満
久
町

織
田
良
一

▽
馬
渡
谷
町
・
大
工
町

神
田
信

義
▽
鍛
治
屋
町
・
油
谷
町

福
田

耕
作
▽
田
谷
町

荒
田
正
克
▽
国

正
町

民
輪
芳
昭
▽
小
印
南
町

本
岡
弘
▽
青
野
町

岡
田
昌
三

▽
上
若
井
町

和
田
美
春
▽
下
若

井
町

金
田
義
則
▽
大
内
町
・
下

道
山
町

厨
子
艶
子
▽
上
道
山
町

金
澤
重
彦
▽
下
万
願
寺
町

岩
崎

剛
▽
上
万
願
寺
町

大
豊
正
吾

▽
殿
原
町

大
野
三
郎
▽
鴨
谷
町

小
田
春
幸
▽
笹
倉
町

大
村
俊
彦

▽
中
富
町
・
中
富
雇
用

辻
美
千

代
▽
越
水
町
・
北
町

岡
田
忠
明

▽
別
所
町

西
脇
美
千
代
▽
佐
谷

町

高
橋
信
之
▽
上
野
町

藤
原

桂
子
▽
広
原
町

友
藤
敏
枝
▽
下

芥
田
町

切
貫
啓
一
▽
上
芥
田
町

生
沢
郁
雄

▽
北
条
地
区

吉
田
公
明

▽
加
西
地
区

多
田
茂
美

▽
泉

地

区

誉
田
真
寿
美

12
月
１
日
付
で
民
生
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
、
次
の
１
０
４

名
の
み
な
さ
ん
が
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
誠
意
を
も
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
更
正
を
助
け
社
会
奉

仕
の
精
神
で
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
活
動
し
て
頂
き
ま
す
。

北
条
地
区

富
田
地
区

賀
茂
地
区

下
里
地
区

九
会
地
区

富
合
地
区

多
加
野
地
区

西
在
田
地
区

在
田
地
区

民
生
・

の
み
な
さ
ん

12月1日改選

児

童

委

員

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員
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さ
ざ
ん
か
の
花
が
冬
の
お
と
ず
れ

を
告
げ
、
木
枯
ら
し
に
落
ち
葉
が
舞

う
季
節
。
市
街
地
か
ら
北
に
古
坂
ト

ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
と
県
道
大
和
・
北

条
停
車
場
線
と
平
行
し
て
走
る
昔
か

ら
の
街
道
沿
い
に
町
並
み
が
広
が
る

鴨
谷
町
、
区
長
荒
木
　
勤
さ
ん
の
お

宅
を
伺
い
ま
し
た
。「
万
願
寺
川
の
上

流
、
上
鴨
の
里
と
し
て
開
け
、
応お
う

神じ
ん

天
皇
の
御
代
（
古
墳
時
代
）
に
、
こ

の
地
を
巡
幸

じ
ゅ
ん
こ
う
さ
れ
た
天
皇
が
、
従じ
ゅ

者し
ゃ

に
射
さ
せ
た
鴨
が
矢
を
負
っ
た
ま
ま

古
坂
峠
を
飛
び
越
え
た
所
を
鴨
坂
と

い
い
、
そ
の
鴨
が
力
尽
き
て
落
ち
て
倒

れ
た
所
を
鴨
谷
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。」
と
地
名
の
伝
承
由
来
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。「
昔
は
、
北
条

と
在
田
を
結
ぶ
古
坂
峠
は
険け
ん

悪あ
く

難
所

な
道
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
交
通
の

要
衝
と
し
て
、
人
や
馬
車
の
往
来
も

多
く
、
沿
道
に
は
旅
館
、
鍛
冶
屋
、

商
店
な
ど
が
立
ち
並
び
、
大
変
栄
え
、

そ
の
影
響
か
ら
か
、
今
も
戸
数
の
３

割
近
く
が
商
店
、
工
場
等
の
自
営
業

者
で
占
め
、
若
者
も
定
住
す
る
活
気

あ
る
町
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
歩
道

も
一
部
完
成
し
、
ま
た
、
圃
場
整
備

の
終
わ
っ
た
田
園
風
景
の
中
を
、
ゆ

る
や
か
に
牧
谷
川
の
道み
ち

奥お
く

に
つ
な
が

り
、
小
谷
に
縦
貫
す
る
殿
原
・
北
条

線
沿
い
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
等
ふ
れ
あ
い

の
施
設
と
し
て
人
気
が
高
い
オ
ー
ク
タ

ウ
ン
加
西
な
ど
市
の
施
設
も
あ
る
自

然
い
っ
ぱ
い
の
山
里
で
す
。
町
の
行
事

は
、
毎
年
９
月
１
日
に
誕
生
寺
で
行

わ
れ
る
大だ
い

般は
ん

若に
ゃ

会え

が
あ
り
、
明
治
の

初
め
に
村
に
疫
病
が
流
行
し
た
と

き
、
そ
の
病
魔
の
退
散
と
病
気
平へ
い

癒ゆ

を
祈
っ
て
行
っ
た
の
が
初
め
と
さ
れ
、

そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
先
祖
供
養

も
し
な
が
ら
町
の
平
穏
無
事
を
祈
念

す
る
儀
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は

春
に
花
見
旅
行
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
、
大
人
も
子
供
も
町
ぐ
る
み

で
身
近
に
楽
し
め
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョン

大
会
に
変
え
、
11
月
３
日
文
化
の
日

に
、
な
わ
と
び
、
百
足
競
争
、
綱
引

き
、
ま
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
技
を
生
か

し
、
幾
重
も
の
円
を
描
き
一
番
真
ん

中
に
入
れ
た
も
の
が
勝
利
す
る
ゲ
ー

ム
な
ど
を
隣
保
対
抗
で
競
い
合
い
、

今
年
は
、
婦
人
会
を
中
心
に
消
火
器

を
使
っ
た
自
主
防
災
訓
練
の
実
演
も

し
な
が
ら
、
お
昼
は
、
お
で
ん
、
お
に

ぎ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
に
舌
鼓
を

う
ち
、
子
供

は
ジ
ュ
ー
ス
、

大
人
は
少
し

ア
ル
コ
ー
ル
も

入
っ
て
の
和
気

あ
い
あ
い
の
楽

し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し

た
。」
と
に
こ

や
か
に
話
さ

れ
ま
し
た
。

「
農
業
集
落

排
水
処
理
場

は
、
昨
年
５

月
に
完
成

し
、
１
年
半

の
間
に
65
％
の
家
庭
で
供
用
開
始
さ

れ
、
生
活
環
境
も
昔せ
き

日じ
つ

の
感
が
あ
り

ま
す
が
、
高
齢
、
少
子
化
の
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

が
楽
し
め
る
行
事
を
推
し
進
め
、
思

い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
と
『
あ
っ
た
か
友
愛
訪
問

活
動
』
な
ど
の
組
織
づ
く
り
を
み
ん

な
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
町
の
将
来
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し

た
。
里
山
に
季
節
が
移
ろ
い
、
街
道

と
と
も
に
歴
史
を
重
ね
、
生
き
生
き

と
し
た
活
気
あ
る
町
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

鴨谷町区長の
荒木さん

大般若会の行なわれる誕生寺

まちの数字 133世帯　504人
（男248人・女256人）

次回は笹倉町の予定です。

街
道
と
と
も
に
栄
え

時
代
を
先
取
り
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
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去
る
11
月
８
日
（日）
、
ジ
ャ
ス
コ
加

西
店
に
お
い
て
第
19
回
古
本
市
を
行

な
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
古

本
は
２
３
４
件
、
２
２，
３
３
４
冊
。

本
の
整
理
や
値
段
つ
け
な
ど
を
、
延

第第第第
11119999
回回回回

古古古古
本本本本
市市市市

河内町の甲和泉新池の改修工事現
場で危急植物のアイナエ（県レッド
データブック、Bランク）が自生して
いるのがわかり、加西市動植物生態
調査委員会をはじめ県、市、地元関
係者、泉中学校の生徒により対岸へ
の移植保護が行なわれました。

11月22日（日）、健康福祉会館にて、
結婚50周年をお迎えのご夫婦のお祝
いのつどいを開催しました。代表５
名の方が結婚生活を振り返り、これ
からの人生への思いについてのスピ
ーチをされ、なごやかで暖かい雰囲
気のつどいとなりました。

金婚夫婦のつどい

熱心な王先生の指導でメキメ
キ上達

11月16日（月）から20日（金）の間、健康
増進センターや市内各地の公会堂や
学校で、中国大連理工大学の王宝智
先生による太極拳教室が開催され、
計12講座に中学生からお年寄りまで
600余名のみなさんが参加され熱心に
太極拳を学ばれました。

太極拳教室を開催

貴重植物アイナエを保護

ぼ
く
の
夢

北
条
東
小
学
校
六
年

高
橋
　
亮
平
く
ん

ぼ
く
の
夢
は
、
い
ろ
ん
な

人
を
助
け
ら
れ
る
お
医
者
さ

ん
に
な
る
こ
と
で
す
。
お
父

さ
ん
の
友
達
は
お
医
者
さ
ん

で
、
ぼ
く
が
お
腹
が
痛
く
な

っ
た
り
し
た
ら
優
し
く
自
分

の
子
ど
も
の
よ
う
に
、「
大

丈
夫
か
。
す
ぐ
治
る
ぞ
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く

は
、
そ
ん
な
お
医
者
さ
ん
に

な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
を
助

け
た
い
で
す
。

流星に願いを

11月17日（火）、日吉小学校の児童と
保護者約200人が、33年ぶりに出現し
た「しし座流星群」の観測を行ない
ました。シートの上に寝転がり待つ
こと１時間、傍観具持参で集まった
参加者は流星の出現に大きな歓声を
上げました。

流れ星シャワー体験会

べ
約
１
０
０
人
の
方
々
に
、
前
日
、

当
日
の
運
営
運
搬
か
ら
販
売
、
か
た

づ
け
な
ど
を
、
延
べ
約
70
人
の
方
々

に
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
。

ジ
ャ
ス
コ
開
店
前
か
ら
、
店
頭
の
売

り
場
は
人
だ
か
り
。
１
階
の
売
り
場

で
は
、
開
店
と
同
時
に
な
だ
れ
こ
む

人
・
人
・
人
…
。

大
勢
の
方
々
に
立
ち
寄
っ
て
頂
き
、

売
り
上
げ
は
１，
０
７
７，
２
１
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
収
益
金
は
加

西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活
動
費
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
使
わ
せ
て

頂
き
ま
す
。
ま
た
、
収
益
金
の
一
部

（
19
万
円
）
を
阪
神
淡
路
大
震
災
義

捐
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
。

皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

16ページにアイナエの詳し
い説明があります

大盛況の古本市

奥様から御主人に花束贈呈
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小
谷
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
自

然
河
川
跡
か
ら
、
弥
生
時
代
後
期

頃
（
約
千
七
百
年
前
）
の
土
器
が

ま
と
ま
っ
て
捨
て
ら
れ
た
状
態
で

見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
10

�
に
満
た
な
い
、
お
よ
そ
実
用
品

と
は
な
ら
な
い
小
型
の
土
器
が
数

個
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

土
器
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
と
呼
ば

れ
、
壷つ
ぼ

、
高た
か

杯つ
き

、
鉢は
ち

な
ど
の
形
を

し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
手て

作づ
く

ね
の
粗そ

製せ
い

の
土
器
で
す
。

一
般
的
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
は

土
地
神
、
水
霊
な
ど
自
然
神
を
対

象
に
し
た
呪
術
的

じ
ゅ
じ
ゅ
つ
て
き
な
祭さ
い

祀し

に
用
い

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
方
法
で
祭
祀
が
行

な
わ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
す
が
、

今
回
見
つ
か
っ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土

器
も
自
然
神
に
対
す
る
祭
祀
に
使

用
さ
れ
た

後
、
河
川

に
廃
棄
さ

れ
た
の
か

も
し
れ
ま

せ
ん
。

68

小
谷
遺
跡
…
北
条
町
小
谷

水す
い

霊れ
い

に
捧さ

さ

げ
た
特
別
な
土
器

弥
生
時
代
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
発
見
!

同和教育
シリーズ

人権とは、人が人として幸せに生きていくため
になくてはならない、生まれながらもっている権
利ということができます。
人権という考え方は、もともと17～8世紀に欧

米の諸国で形づくられたものです。アメリカ独立
宣言は、すべての人は、生まれながらにして平等
につくられ、生命、自由、幸福追求の権利を与
えられていると宣言し、フランス人権宣言も、同
様の考えに立っています。

わが国では、戦後制定された日本国憲法にお
いて、人権に関するこうした考え方に基づき、人
が生まれながらにしてもつ権利を、基本的人権
として保障しました。
今年も、法務省と全国人権擁護委員連合会は、

「世界人権宣言」が採択された日にちなんで設け
られた「人権デー」を最終日とする一週間（12
月4日～10日）を「人権週間」とし、関係機関
や団体の協力を得て、広く国民に人権意識の高
揚を呼びかけるための啓発行事を開催しました。

人権とは

「
思
い
や
り
が
育
つ

人
と
の
か
か
わ
り
」

北北北北
条条条条
東東東東
幼幼幼幼
稚稚稚稚
園園園園

幼
児
期
は
、
人
間

と
し
て
の
基
礎
、
基

本
を
育
て
る
大
切
な
時
期
で
す
。

そ
の
幼
児
に
と
っ
て
幼
稚
園
は
、

教
師
と
の
信
頼
関
係
を
基
盤
に
し

な
が
ら
、
教
師
や
友
達
と
共
に
過

ご
す
生
活
の
中
で
人
や
物
と
の
出

会
い
や
、
一
人
一
人
の
興
味
、
関

心
な
ど
を
大
切
に
し
、
意
欲
や
思

い
や
り
の
あ
る
子
を

育
て
て
い
く
場
と
な

り
ま
す
。

本
園
の
子
供
達

は
、
核
家
族
の
家
庭

が
多
い
の
で
人
と
の

ふ
れ
あ
い
が
少
な

く
、
又
自
然
や
生
き

物
に
つ
い
て
の
知
識
は
豊
富
で
す

が
、
ふ
れ
あ
う
体
験
が
乏
し
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
多
く
の
人
た
ち
と
ふ

れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、
様
々
な

人
柄
に
ふ
れ
、
相
手
の
気
持
ち
や
思

い
が
わ
か
り
、「
思
い
や
り
」
の
あ
る

子
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
保

育
園
児
や
、
青
い
鳥
学
級
の
方
々

と
の
交
流
を
計
画
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
学
級
生

の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
子
ど
も
た
ち
は
少
し
緊
張
し
て

い
た
様
子
で
し
た
が
す
ぐ
に
い
つ

も
の
元
気
を
取
り
戻
し
、
す
べ
り

台
や
ぶ
ら
ん
こ
の
と
こ
ろ
に
一
緒

に
い
っ
て
学
級
生
の
方
が
す
べ
っ

た
り
、
乗
っ
た
り
さ
れ
て
い
る
の

を
見
て
、
驚
い
た
り
感
心
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を

し
て
歩
い
て
み
る
と
、
″目
が
見
え

な
い
″
と
ど
ん
な
こ
と
に
困
る
の

か
が
わ
か
り
ま
し
た
。
少
し
の
体

験
で
し
た
が
、
園
児
か
ら
「
今
度

か
ら
目
の
見
え

な
い
人
と
一
緒

に
歩
く
と
き

は
、
手
を
引
っ

張
ら
ず
に
、
肩

に
手
を
置
い
て

も
ら
っ
て
行
く

の
が
い
い
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
ば
が
き
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
良
い
体

験
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
多
く
の
人
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
他
人
の
気
持

ち
が
わ
か
る
優
し
い
子
ど
も
に
育

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
今
後

も
様
々
な
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
を
設
定
し
、
幼
稚
園
の
生
活
に

お
い
て
も
友
達
や
身
近
な
人
と
関

わ
っ
て
い
く
力
を
養
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

……人権標語優秀作品……
「みんななかま」

そんな気持ちわすれずに
北条東小５年　湯浅　育子さん

1. 小谷遺跡　　2. 小谷城跡

見つかったミニチュア土器

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

他人の気持ちがわかるやさ
しい子供に!!
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動
物
の
脳
の
基
底
核
に
組
み
込
ま
れ
た
行
動

な
の
だ
そ
う
で
す
。
人
間
で
は
そ
の
行
動
の
指

令
は
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク

が
外
れ
、
指
令
が
出
て
、
場
違
い
な
行
動
を

と
る
の
が
強
迫
性
障
害
で
す
。

身
を
守
る
行
動
が
症
状
に
な
る
と
、
危
険

を
察
知
す
る
ア
ン
テ
ナ
が
大
き
く
な
り
、
幻
の

予
感
に
脅
え
ま
す
。
他
人
に
危
害
を
加
え
る

の
で
は
な
い
か
？
災
難
が
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
？
と
恐
れ
ま
す
。
身
づ
く
ろ
い
が
症
状
と
な

る
と
、
手
を
洗
っ
た
り
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た

り
、
毛
を
抜
き
ま
す
。
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
を

整
理
す
る
の
は
、
鳥
の
巣
作
り
な
の
で
す
。

強
迫
性
障
害
の
脳
で
は
目
か
ら
の
情
報
が

ま
と
め
ら
れ
ず
、「
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
感
覚

が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
手
が
汚
れ
て
い
な
い
こ

と
を
知
ら
な
い
か
ら
手
を
洗
い
ま
す
。
戸
締
り

し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
と
、
家
に
戻
り
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
別
れ
た
後
、
自
分
の
言
っ

た
こ
と
が
正
確
に
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
知
り
た

く
て
相
手
に
電
話
を
し
ま
す
。
何
事
も
無
く

運
転
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
、
車
で
人
を

ひ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
、
幻
の

事
故
現
場
に
引
き
返
し
ま
す
。

大
脳
基
底
核
で
不
足
し
て
い
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

と
い
う
物
質
を
増
や
す
薬
を
投
与
し
た
り
、

行
動
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
大
脳
を
変
化
さ

せ
る
行
動
療
法
に
よ
り
、
自
然
に
ふ
る
ま
い
、

見
た
こ
と
を
信
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

く
ち
ば
し
を
使
っ
て
羽
づ
く
ろ
い
を
す
る
鳥

の
よ
う
に
、
い
つ
も
自
分
の
髪
を
触
る
人
が
い

ま
す
。
一
房
の
髪
を
指
に
巻
き
つ
け
た
り
、
指

で
引
っ
張
り
ま
す
。
指
に
力
が
入
る
と
毛
髪
が

抜
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
抜
毛
症
と
呼
ば
れ
る

強
迫
性
障
害
の
一
種
で
す
。

強
迫
性
障
害
と
は
行
動
と
思
考
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
病
気
で
す
。
人
間
の
動

き
を
調
節
し
、
感
覚
器
官
か
ら
の
情
報
を
ま

と
め
る
大
脳
の
基
底
核
の
障
害
よ
り
発
病
し

ま
す
。
こ
の
病
気
に
か
か
る
と
無
意
味
な
行

動
を
繰
り
返
し
、
全
て
の
情
報
を
疑
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。

動
物
行
動
学
者
に
よ
る
と
、
危
険
か
ら
身

を
守
る
こ
と
や
身
繕
い
な
ど
は
、
遺
伝
に
よ
り

市立加西病院

精神神経科　部長

相島　豊司

見
る
こ
と
は
信
じ
る
こ
と

││
強
迫
性
障
害
を
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
││

健康管理に関心のあるＳさんが老人
会で保健婦の食生活の話を聞いて
「雑誌やテレビを参考に身体に良いと言
われるバナナやチョコレート、ワインやピ
ーナッツなどを食べるのに必死でバラン
スを考えたり、食事を楽しむことなんか
できませんわ」と話をされました。そこで
Ｓさんの食生活を６つの基礎食品（下
図）に分けてみるとＳさんは糖分や脂分
を摂り過ぎていることが分かりました。
保健婦が「これではかえって肥満や糖
尿病の原因にもなりかねないですよ」と
話すとＳさんは「やっぱり適量をバランス
よく摂らんと意味が無いんですね」とが
っかりされました。
最近は健康情報が豊富になり、生

活習慣病を予防するといった食品も話
題となっています。しかし、これにとらわ
れすぎると全体としてのバランスが取れ
ず、かえって糖分や脂分の摂り過ぎに

なったり、
それが原因
で体調を崩
すことにもな
りかねませ
ん。話題の
食品は栄養
のバランス
を考えなが
ら上手に活
用したいも
のです。

過ぎたるは及ばざるがごとし
話題の食品も過信は禁物

見た目は健康な歯なのに、痛
んだり欠けたりする口の中の突然
の出来事は、年齢と共によくある
ことです。
１．歯と刃の隙間の
細かい汚れを毎日取
ってしまっておくこと
２．歯茎へのブラッシングで歯の
一生を大切に（加西市歯科衛生士会）

つま楊枝より「歯間ブラシ」を!

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈作り方（4人分）〉
①米は炊く30分前に洗っておく。大豆はフライパン
で焦げ目がつくまで炒っておく。じゃこは熱湯をか
け、臭みを取っておく。

②米と大豆を混ぜ、普通に炊く（塩を少々入れて
もよい。）
③炊きあがったごはんにじゃこを混ぜ盛りつける。
〈材料〉
●米（４カップ） ●大豆（１カップ）
●じゃこ（少々） ●塩（少々）

〈シェフから一言〉
懐かしい料理でカルシ
ウム補給を!
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母
子
家
庭
の
児
童
が
高
校
・
大
学

等
へ
進
学
、
ま
た
は
就
職
さ
れ
る
際

に
必
要
な
経
費
を
お
貸
し
し
ま
す
。

償
還
方
法
・
利
息
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
他
の
奨
学
金
の
貸
付
や
給
付
を
受

け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
資
金
を
借

り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

母
子
福
祉
資
金
貸
付
金

の
お
知
ら
せ

申
込
・
問
合
先

社
会
福
祉
課
女

性
児
童
係
（
電
話
42
│
１
１
１
０

内
線
１
４
９
２
）

12
月
25
日
（金）
ま
で
、
ね
た
き
り

老
人
等
の
要
援
護
者
や
被
災
世
帯

の
方
々
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
必
要

な
援
助
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

善
意
の
鍋
設
置
場
所
（
受
付
場
所
）

市
役
所
・
健
康
福
祉
会
館

問
合
先

社
会
福
祉
協
議
会

（
電
話
42
│
８
８
８
８
）

期
　
日

平
成
11
年
１
月
17
日
（日）

小
雨
決
行
〔
雨
天
１
月
24
日
（日）
〕

８
時
30
分
受
付

場
　
所

加
西
球
場
周
辺
コ
ー
ス

参
加
資
格

加
西
市
内
に
居
住
、

勤
務
、
通
学
し
て
い
る
も
の

①
一
般
の
部
（
１
部
〜
４
部
）

総
距
離
　
13
・
０
km

第
27
回

市
民
駅
伝
競
走
大
会

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

に
ご
協
力
を
!

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う

あ
っ
た
か
い
お
正
月
」

②
壮
年
の
部
（
８
部
）

総
距
離
　
11
・
５
km

③
女
子
中
・
高
校
生
の
部
（
９
部
・
10
部
）

総
距
離
　
11
・
５
km

④
女
子
一
般
の
部
（
11
部
）

総
距
離
　
８
・
５
km

参
加
費

16
歳
以
上
の
選
手
が
３

名
以
上
の
チ
ー
ム
　
２
０
０
０
円

中
学
生
の
チ
ー
ム
　
１
０
０
０
円

参
加
申
込

●
期
日

１
月
８
日
（金）
必
着

●
方
法

別
紙
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で

申
し
込
む
こ
と
。

●
宛
先

〒
６
７
５
│
２
３
０
３
　

加
西
市
北
条
町
古
坂
８
８
２
│
14

加
西
市
陸
上
競
技
協
会
　
植
田
正

吾
宛
（
電
話
42
│
３
２
５
３
）

問
合
先

加
西
市
教
育
委
員
会
体

育
保
健
課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

※
雨
天
時
　
加
西
市
役
所

（
電
話
42
│
１
１
１
０
）

「
さ
わ
や
か
な
県
土
」
づ
く
り
を

屋
外
広
告
物
（
看
板
・
は

り
紙
な
ど
）
は
、
許
可
を

取
っ
て
掲
出
し
ま
し
ょ
う

推
進
す
る
た
め
、
兵
庫
県
で
は
屋

外
広
告
物
条
例
を
平
成
５
年
よ
り

施
行
し
、
美
観
風
致
の
維
持
・
良

好
な
景
観
の
形
成
に
努
め
て
い
ま

す
。
条
例
に
基
づ
き
、
屋
外
広
告

物
を
掲
出
す
る
場
合
は
許
可
申
請

の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
新
た
に
広
告
物
を
掲
出
す
る
場

合
、
一
定
の
面
積
以
上
の
広
告
物

で
は
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
ま
た
、
広
告
物
の
掲
出
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。（
適

用
除
外
と
な
る
も
の
を
除
き
ま
す
）

◎
す
で
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
広
告
物

で
も
、
一
定
の
面
積
を
越
え
る
も

の
は
、
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
先

都
市
計
画
課

（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

市
で
は
、
特
産
の
ぶ
ど
う
ゴ
ー
ル
デ

ン
ベ
リ
ー
Ａ
を
使
っ
た
白
ワ
イ
ン
「
根

日
女
の
舞
」
を
12
月
１
日
よ
り
市
内

の
酒
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
１
本

７
２
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
が
１
２
６
０

円
、
特
別
化
粧
箱
２
本
入
２
８
６

０
円
（
共
に
消
費
税
別
）
限
定
５

０
０
０
本
の
生
産
。

問
合
先

商
工
振
興
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

'98
加
西
ワ
イ
ン

「
根
日
女
の
舞
」
発
売

学校の種別

高　校
公　立
私　立
公　立
私　立
公　立
私　立
限度額100,000円（自動車購入は310,000円）

学校種別・公私立の別により、75,000円～390,000円

短　大
専門学校

大　学

就職支度資金

就学支度資金

公私立の別 貸付限度額（修学資金のみ月額）

16,000円～21,000円
28,000円～33,000円
40,000円～46,000円
48,000円～55,000円
40,000円～46,000円
49,000円～59,000円

修

学

資

金

40万円の帯を10回払いのクレジット契約
で購入しました。5ヶ月後はじめての着用時
にキズを発見しました。
すでに3回支払っていますが、このまま支

払い続けないとダメですか。
割賦販売法では、代金を2ヶ月以上に渡

り3回以上の分割にして支払う場合（クレジ
ット）、商品の引渡しがない、商品にキズが

ある、約束していたサービスがないといった
ときに、販売店との話し合いが解決するまで、
信販会社に対して支払を拒むことが出来ま
す。（指定商品に限る）
帯は指定商品に入っています。信販会社

への申し出は必ず書面で行いましょう。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階��8739）

消費生活相談Q&A 「クレジット支払開始後に商品トラブル発見!!!! 」
Ｑ

Ａ

ハナサク

さわやかな香りで、すっきりとした飲
み口に仕上がっております。
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〈ママの一言〉
2人の兄に鍛えられ、ちょっとやそっと、転んだくらいじゃ泣

きません。毎日鉄棒にぶら下がったり、ジャングルジムによじ登
ったり。強くて優しい子に育ってね。

（パパ・千尋さん ママ・みのりさん）

高橋幸大ちゃん（佐谷町）
1歳

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
２月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
２月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
12月17日（木）北部公民館・１月７日（木）健康福祉会館
１月14日（木）農村環境改善センター・１月21日（木）北部公民館

■法律相談
12月24日（木）健康福祉会館　受付は午前10時～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成10年10月生れの乳児 12月22日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成10年８月生れの乳児 １月６日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成９年７月生れの幼児 １月12日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成７年７月生れの幼児 １月19日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 １月13日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 １月13日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。
■歯科保健相談
希望者　１月13日（水）午後１時～２時（希望者は２時間程度）
母子健康手帳・筆記用具を持って、場所は保健所へ。

12月20日（日） 三宅医院 （中野町・電話49－0067）
23日（水） 佐竹医院 （北条町・電話42－4057）
27日（日） 天沼医院 （北条町・電話42－3636）
31日（木） 坂部整形外科 （北条町・電話43－1444）

1月 1日（金） さたけ小児科 （北条町・電話43－1717）
2日（土） 大杉内科医院 （別府町・電話47－0023）
3日（日） おりた外科胃腸科医院（北条町・電話42－6000）
10日（日） 新和会診療所 （若井町・電話44－0225）
15日（金） 米田病院 （尾崎町・電話48－3591）
17日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47－0066）

妊婦教室と母子健康手帳の交付
12月17日（木）・１月21日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（電話42－８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書

加
西
市
出
身
者
や
関
係
者
で
構
成

さ
れ
る
加
西
会
（
東
京
、
大
阪
）
の

会
員
を
募
集
中
で
す
。
ふ
る
さ
と
へ

の
愛
着
と
誇
り
を
守
り
、
郷
土
の
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

親
睦
会
で
す
。
近
辺
に
お
住
ま
い
の

方
や
お
知
り
合
い
の
方
は
、
是
非
次

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
東
京
加
西
会
事
務
局

横
山
法
律
事
務
所
（
電
話
０
３

│
３
３
５
３
│
６
１
０
８
）

�
大
阪
加
西
会
連
絡
所

阪
神
百
貨
店
　
家
具
・
家
庭
用

東
京
・
大
阪
加
西
会

会
員
募
集

〔おはなし会〕
1月9日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
12月20日�・23日�
12月28日�～1月4日�
1月15日�

旗本フライパン（斎藤　洋著）
散りしかたみに（近藤史江著）
百人の王様 わがまま王（原田宗典著）
乱世光芒（島津義忠著）
樓岸夢一定（佐藤雅美著）
三国志　全13巻（北方謙三著）
無制限（渡辺容子著）
ワイド・ショウ（大鶴義丹著）
福沢山脈（小島直記著）ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

品
部
事
務
所
内
（
電
話
０
６
│
３
４
５

│
１
２
０
１
内
線
２
５
０
１
内
藤
）

問
合
先

秘
書
広
報
課

（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
門
出
を

お
祝
い
し
ま
す
。
今
年
も
普
段
着

で
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

平
成
11
年
１
月
15
日
（祝）

午
前
10
時

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

対
象
者

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

問
合
先

秘
書
広
報
課

（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

成
人
式
の
お
知
ら
せ

ゆきひろ

そ
う
で
す
。
安
心

し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
頂
く
た
め
、

皆
で
支
え
る
保
険
で

す
か
ら
65
歳
以
上
の

方
全
員
（
第
１
号
被

保
険
者
）
と
40
歳
以

上
65
歳
未
満
で
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
全
員
（
第
２
被
保

険
者
）
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
第
１
号
の
方
の
保
険
料
は

所
得
段
階
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
、
平

均
月
額
２
５
０
０
円
程
度
の
予
定
で

す
。
年
金
が
一
定
額
以
上
の
人
は
年

金
か
ら
天
引
き
と
な
り
、
そ
れ
以
外

の
人
は
個
別
に
支
払
っ
て
頂
き
ま
す
。

第
２
号
の
方
は
医
療
保
険
料
と
一
括

し
て
支
払
っ
て
頂
き
ま
す
。

申
請
書
の
受
付
は
市
役
所
の
窓
口
で
す
。

問
合
先

高
年
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

40
歳
以
上
の
人
は
全
員
加
入
し
、

保
険
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

����������
����������
����������

質
問

そそ
のの
22
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税

法
に
よ
り
全
額
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
が
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は

税
金
の
控
除
対
象

に
な
り
ま
す

今
回
の
控
除
対
象
は
、
本
人
及

び
家
族
の
た
め
に
納
め
た
保
険
料

で
す
。
こ
れ
に
は
、
前
納
し
た
保

険
料
、
未
納
期
間
分
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
た
保
険
料
、
そ
し
て
免

除
を
受
け
た
期
間
を
追
納
し
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
国

民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
基
金
の
掛
金
も
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

市
民
課
年
金
係

（
電
話
42
│
８
７
２
２
）

11
月
末
日
現
在
、
加
西
市
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
、
４
人

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
４
人
）
と
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
年
末
は
飲
酒
の

機
会
も
多
く
、
飲
酒
運
転
等
に
よ

る
重
大
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

″飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
と

き
は
飲
ま
な
い
″
こ
と
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

期
　
間

12
月
１
日
（火）
〜
31
日
（木）

重
　
点

◯
飲
酒
運
転
の
追
放

◯
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◯
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

◯
迷
惑
駐
車
の
締
め
出
し

年
末
交
通
事
故
防
止

運
動
実
施
中

平
成
10
年
中
に
完
成
さ
れ
た
建

物
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
宛
に
随

時
評
価
日
程
を
ハ
ガ
キ
等
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
内
に

完
成
予
定
の
建
物
で
ま
だ
評
価
の

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

◯
平
成
10
年
12
月
30
日
（水）

前
山
耳
鼻
咽
喉
科
・
三
木
市
志
染

町
自
由
が
丘
２
│
１
７
８

（
電
話
０
７
９
４
│
85
│
０
８
３
８
）

◯
平
成
10
年
12
月
31
日
（木）

西
村
耳
鼻
咽
喉
科
・
加
西
市
北
条

町
横
尾
３
１
３
│
１
│
３
０
３

（
電
話
０
７
９
０
│
42
│
６
０
２
０
）

◯
平
成
11
年
1
月
1
日
（金）

公
立
社
総
合
病
院
・
加
東
郡
社
町

家
原
85

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
５
５
１
１
）

◯
平
成
11
年
1
月
2
日
（土）

こ
じ
ま
耳
鼻
咽
喉
科
・
三
木
市
末

広
１
│
１
│
62

平
成
10
年
年
末
・
平
成
11
年
年
始

東
播
磨
内
陸
地
域

耳
鼻
咽
喉
科
救
急
当
番

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

（
電
話
０
７
９
４
│
83
│
８
３
５
０
）

◯
平
成
11
年
1
月
3
日
（日）

西
脇
市
立
西
脇
病
院
・
西
脇
市
下

戸
田
６
５
２
│
１

（
電
話
０
７
９
５
│
22
│
０
１
１
１
）

診
療
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

休
憩
時
間

正
午
〜
午
後
１
時

わ
が
国
に
居
住
し
て
い
る
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の
方
は
、
２

年
ご
と
に
12
月
31
日
現
在
に
お
け

る
氏
名
、
住
所
等
届
出
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
事
項
を
、
法
律
に
基

づ
き
翌
年
の
１
月
15
日
ま
で
に
届

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
そ
の
届
出
の
年
に
当

た
り
ま
す
の
で
、
届
出
票
に
必
要

な
事
項
を
記
入
の
上
、
平
成
11
年

１
月
15
日
ま
で
に
住
所
地
ま
た
は

従
業
地
の
保
健
所
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
就
労
し
て
い
な
い

方
も
、
届
出
票
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先

加
西
保
健
所

（
電
話
42
│
０
２
６
６
）

医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
の
届
出
に
ご
協
力
を

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

平成10年の国民年金の保険料

定額保険料のみの場合

1月～ 3月 月額 12,800円

4月～12月 月額 13,300円

年間保険料
（1月～12月） 158,100円

定額保険料
＋＋＋＋付加保険料の場合

（400円）

1月～ 3月 月額 13,200円

4月～12月 月額 13,700円

年間保険料
（1月～12月） 162,900円

今年度の健康優良世帯（1年間無受診・183世
帯、3年間無受診・47世帯）に記念品を贈呈しま
した。
国保では、この他に医療費通知、人間ドック助成

など様々な事業を推進しています。
担当 保険課国保係（��8721）

保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を保険事業にご協力を固定資産税、国保税の納期限は

11112222月22225555日（金）です。
平成10年度固定資産税第3期分、国民健康保

険税第4期分の納期限は12月25日�です。納期
内完納にご協力をお願いします。
問合先 税務課（��８７１２、８７１３）
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お く や み

加西市への寄付
○北条町南町 高橋佐太郎 20万円
消防用備品として

○国際ソロプチミスト加西
青少年国際交流寄付金 10万円
丸山総合公園緑化 桜10本

菅野ゆきゑ 80 竹　一 繁　昌

定行　美和 24 敏　弘 市　村

藤本　保治 80 和　久 福　吉

梅野かめの 83 和　己 坂　本

高見　　清 85 孝　昭 西　南

藤本おふさ 75 芳　雄 福住東

内藤とし子 81 充　雄 横　尾

菅野すみ子 77 昌　巳 繁　昌

松本　路子 78 敏　宏 古　坂

西村　榮司 68 栄　夫 本　町

松末たま江 82 和　征 別府中

八木　恒夫 82 志津江 西　長

横山　節子 63 隆 鶉野南

菅野はつめ 81 茂 桑原田

和田洋一郎 65 博　之 上若井

高田　昭二 71 政　敏 別府中

小谷津貴子 61 健　次 鎮　岩

小川　福次 86 拓　造 山下西

辻　　良治 82 和　夫 中　富

藤本まさ子 68 敏　幸 殿　原

西村　一枝 77 修　一 別府東

藤原ふじこ 89 信　雄 上　野

岡田　　修 68 幸　三 青　野

藤井　正己 53 茂　男 田　原

岡　きくゑ 97 難波勝 第２サルビア荘

熊谷一二三 88 正　彦 下万願寺

佐伯ハツ子 81 正　孝 青野原

中村　八郎 79 寿　男 両　月

増田なつこ 78 修 下道山

蓬莱　　馨 75 清　貴 佐　谷

柏原　俊江 81 俊　弘 栄　町

甘中　和美 76 重　和 笹　倉

森本　義勝 77 貞　清 北

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（11月30日受付分まで・敬称略）

○スポーツ振興加西カントリークラブ加西研修会 10万円
身体障害者福祉対策費として

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○北条町横尾 故内藤とし子 10万円
○玉野町 西脇　弘吉 20万円
指定預託
☆［一般］加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円

善意の花束

（受付順　敬称略）

兵
庫
県
西
脇
Ｕ
タ
ー
ン
バ
ン
ク
は
、

▽
大
学
、
短
大
、
専
門
、
専
修
学

校
に
在
学
中
の
北
播
磨
地
域
で
就

職
を
考
え
て
い
る
方
。

▽
地
元
を
離
れ
て
就
職
し
て
い
る

が
、
今
後
北
播
磨
地
域
で
就
職
を

考
え
て
い
る
方
。

の
新
規
登
録
と
相
談
を
行
い
ま
す
。

代
理
人
の
参
加
も
可
。

と
　
き

１
月
20
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

加
西
市
役
所
　
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

問
合
先

兵
庫
県
西
脇
Ｕ
タ
ー
ン

バ
ン
ク
（
西
脇
公
共
職
業
安
定
所

内
電
話
０
７
９
５
│
22
│
３
１
８

１
） Ｕ

タ
ー
ン
バ
ン
ク
に
よ
る

登
録
受
付
と
巡
回
相
談

「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
と
お
し
て
市
民

の
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
す
。

主
　
催

加
西
市
青
少
年
団
体
協

議
会

と
　
き

１
月
１
日
（
元
旦
）

午
前
６
時
か
ら

と
こ
ろ

加
西
市
笹
倉
町
　
亀
山

（
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
展
望
台
）

集
合
場
所

加
西
球
場
東
側
　
駐

車
場

そ
の
他

※
恒
例
の
雑
煮
は
、
時

節
柄
自
粛
し
ま
す
。

※
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
多
く

の
景
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
と
し
ま
す
。

問
合
先

教
育
委
員
会

（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

新
春
の
つ
ど
い

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し
女
性
会
（
後
藤

初
子
会
長
）
バ
ザ
ー
の
収
益
金
で

車
椅
子
10
台
（
７
回
目
、
通
算
69

台
）
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

東
京
プ
ラ
ン
鋼
業
（株）
代
表
取
締

役
山
下
弘
文
さ
ん
（
畑
町
出
身
）

が
、
災
害
現
場
で
の
二
次
災
害
防

止
の
た
め
の
自
社
製
夜
光
ベ
ス
ト

70
着
を
消
防
本
部
へ
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。 夜

光
ベ
ス
ト
を
寄
贈

死亡者 年齢 喪主 町名

車
椅
子
を
寄
贈

○北条町横尾 水田美智子 2万円
一般預託
○チーム鉄腕加西支部 1万円
○南部公民館登録グループ連絡協議会

8万3千940円
○加西コープ委員会 2万円
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H10.12.1現在（前月比）
人　口／ 52,740（＋4） 世帯数／ 15,599（＋20）
男　／ 25,648（＋9） 女　／ 27,092（ー 5）

58
9ページに関連記事
があります。

日
当
た
り
の
よ
い
、
湿
っ
た
場

所
に
生
え
る
小
さ
い
１
年
草
で
、

非
常
に
目
に
つ
き
に
く
い
植
物
で

す
。
草
丈
は
0.5
〜
3.5
�
と
低
く
、

茎
に
２
〜
５
対
の
卵
形
の
葉
が
つ
き

ま
す
。
８
〜
９
月
頃
、
茎
の
頂
部

か
ら
２
〜
15
�
の
花
茎
を
伸
ば

し
、
３
〜
20
個
ほ
ど
の
白
色
で
短

い
筒
状
の
細
か
い
花
を
つ
け
ま
す
。

育
成
場
所
が
日
当
た
り
の
よ
い

上
に
、
し
か
も
湿
っ
た
所
と
い
う

特
殊
性
と
目
立
つ
特
徴
も
な
い
極

め
て
小
さ
い
植
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
か
、
県
内
で
も
数
え
る
ほ
ど
し

か
生
育
地
の
確
認
が
で
き
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
兵
庫
県
の
貴
重
種

Ｂ
ラ
ン
ク
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午前11時50分～55分

と　き 平成11年1月16日（土）
開場14：30 開演15：00 終演17：00

ところ 加西市民会館文化ホール
入会金＝300円　　会費＝月700円（1人）
この例会のみ1人＝3000円

主　催 加西おやこ劇場・加西市・�都市施設公社
後　援 加西市教育委員会
問合先 加西おやこ劇場（電話43-0830）

開催日時 12月22日（火）午後6時30分
場　　所 市民会館文化ホール
入場料金 全席自由席 一般3,500円

※高校生以下500円引
入場券取扱所
加西市民会館、各公民館、西村書店、
毛利書店、北条楽器、ジャスコ加西
店、サウンドショップナカヤス
問合先 加西市民会館（電話43-0160）


